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特別支援教育コーディネーター養成講座と巡回相談の取り組み

0．はじめに

特別支援教育は、平成17年12月の最終答申を受けて、各地域でさまざまな取り組みが進んでいる。

箕面市も、本年、文部科学省･大阪府の「特別支援教育体制推進事業」の指定を受け、これまでの各校

の取り組みを生かしながら、特別支援教育の体制作りを本格的にスタートさせた。

ここでは、まず今年度の研究である特別支援教育コーディネーター養成講座についてまとめ、さら

に、今年度、本格スタートした巡回相談について、３つの校園の取り組みを振り返りながら、特別支

援教育の動きを論じたい。

1．今年度の取り組み 「特別支援教育コーディネーター養成講座」について

平成17年度は、文部科学省･大阪府の「特別支援教育体制推進事業」の指定を受け、特別支援教育

のコーディネーター養成と巡回相談、専門家チーム、特別支援教育推進委員会を設け、その体制を推

進すべく、スタートした。

このような動向において、今年度の研究は、平成19年度から本格的にスタートする特別支援教育の

確立に向けて、「特別支援教育コーディネーター養成講座」と位置付けた。今後の継続を見据え、今年

度は小学校を対象に、全10回の講座を設定した(平成18年度は中学校を対象とした講座を予定してい

る)。

昨年度、(1)ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症等の子どもの理解と実際の支援、(2)知的障害等の子ど

もの理解と支援に、(3)校内体制の在り方、(4)専門機関との連携という4領域についての研修が必要

と指摘したことを踏まえ、今年度、以下の連続講座を設定した。

表１ 特別支援教育コーディネーター養成講座

回 研修テーマとその概要

１
「特別支援教育の最近の動きと

特別支援教育コーディネーターとして求められるもの」

２
「特別支援教育の実際Ⅰ

―昨年度の研究員の活動報告を踏まえた今年度の研修について―」

３

ワークショップ 事例検討会Ⅰ

「行動面(生活面)のつまずきを示す子どもの理解と支援

―ADHDとその周辺の子ども，虐待の疑いの子どもの理解―」

４

ワークショップ 事例検討会Ⅱ

「対人面につまずきを示す子どもの理解と支援

―広汎性発達障害とその周辺の子ども(自閉症，高機能自閉症，ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群など)の理解―」

５

ワークショップ 事例検討会Ⅲ

「学習面につまずきを示す子どもの理解と支援

―LDとその周辺の子ども，知的障害の子どもの理解―」



６

ワークショップ 事例検討会Ⅳ

「特別支援教育における実際の指導・支援のあり方について

―事例検討を通して、子どもの理解と支援について考える―」

７

特別研修Ⅰ

「(仮)校内体制のあり方と校内委員会の役割について

―特別支援教育コーディネーターの位置付けを通して―」

８
「特別支援教育の実際Ⅱ

―箕面市の校内体制の実際と専門機関(医療･福祉)との連携―」

９

特別研修Ⅱ

「(仮)個別指導計画のあり方とその実際

―個別指導計画の生かし方について―」

10
「特別支援教育の実際Ⅲ

―校内体制の実際の取り組みと個別指導計画のあり方―」

第１回･第２回は、イントロダクションと位置付け、特別支援教育の概論と箕面市の取り組みを中心

に、小学校における特別支援教育コーディネーターのあり方についての講座を設けた。これに続き、

第３回から第６回までは、「ワークショップ」と位置付け、各校からそれぞれ事例をあげ、学習面、行

動面、対人面からの事例検討を行い、子どもの困り感(佐藤，2005)に気づくポイントについて、検討

する機会を設けた。第７回と第９回は、外部から講師を招聘し、特別支援教育の取り組みが進んでい

る地域の実態について、学ぶ機会を設けた。第８回は、小学校とかかわりのある、就学前の療育機関

との連携や、幼稚園･保育所との連携、中学校との連携について、とくに箕面市の地域資源についての

講座を設けた。第10回は、連続講座の総括として、後述する巡回相談に取り組んだ学校を中心に、今

年度の取り組みを発表し、校内委員会のあり方、個別の指導計画の位置付けについて学ぶ講座を設け

た。

特別支援教育の推進的な役割を担っておられる先生から、初めて特別支援教育を学びたいという思

いを持っておられる先生まで、参加された先生方の思いは幅が広く、そのニーズに十分にこたえられ

たとは言いがたい内容にとどまった。とくに、個別の指導計画について、アセスメントのあり方から

目標設定について、講座の中で十分に議論しきれなかったことが大きな課題として残った。

これらの課題を踏まえ、平成18年度は、中学校を対象とし、希望がある小学校の先生方にもご参加

いただけるよう、内容を十分に吟味し、本講座を位置付けていくべきだと思われる。

2．今年度の取り組み 「巡回相談」について

今年度、市内の５つの学校園で、巡回相談を実施した。昨年度の研究員の活動の一環として実施し

た巡回相談の取り組みを生かし、各校が年間計画(年３回程度)を立て、巡回相談を実施した。教育セ

ンタースーパーバイザー(筆者)あるいはスクールカウンセラーが各校を訪問した。

筆者が担当した校園では、昨年度に引き続き、学校現場での子どもの評価にポイントを置き、①学

校園の主訴とともに、保護者の主訴や子ども自身の主訴を捉えた上で子どもを理解すること、②実際

の指導のポイントを論じること、の２点を基礎の目標として設定し、新たに、③校内体制作りを最終



の目標として設定した。

ここでは、筆者が担当した校園のうち、２校園を取り上げ、巡回相談を中心とした特別支援教育の

取り組みの実態を整理し、その成果と課題をまとめる。

(1)Ａ園の取り組みの成果と課題

Ａ園では、年４回の巡回相談を実施した(表２参照)。

表２ Ａ幼稚園の巡回相談の年間計画表

巡回相談の計画 実施内容

第１回
①対象児(ａ･ｂ組)の保育観察

②特別支援教育についての研修

①対象児が在籍する２クラスの保育を参観し、事後に対

象児についての情報交換を踏まえ、就学に向けたかかわ

りについて検討した。

②特別支援教育の動向について、幼稚園における取り組

み方について研修を持った。

第２回
①対象児(ａ組)の保育観察

②対象児についての事例検討

①②対象児が在籍する１クラスの保育参観を通して、対

象児への個別支援の在り方について検討した。

第３回
①対象児(ｂ組)の保育観察

②対象児についての事例検討

①②対象児が在籍する１クラスの保育参観を通して、対

象児への個別支援の在り方について検討した。

第４回

①対象児(ａ･ｂ組)の保育観察

②対象児についての事例検討

③次年度に向けて

①②対象児が在籍する２クラスの保育参観を通して、対

象児への個別支援の在り方について検討した。

③次年度の取り組みに向けて、保育における個別支援の

在り方について検討した。

Ａ園では、従来より、個別支援の対象となる児について、保護者の同意のもと、市の療育園の担当

療育士との情報交換を中心に、ていねいな情報交換の場を活用していた。また、その情報交換を踏ま

えて、対象児の実態について複数の領域に分けて情報を整理し、管理していた。

Ａ園では、巡回相談の実施に当たり、これらの情報を生かし、かつ就学に向けた小学校との連携に

焦点を当てた計画を立てた。そのため、対象を年長児に絞り、個別支援が必要な児について、保育参

観と事例検討会を、上述のように年間４回設定した。

このような流れを踏まえ、巡回相談の実施に当たっては、①子どものつまずきをどのように理解し

て、個別支援につなげるのか、②一斉指導では、どのような支援が必要か、の２点に焦点を当てた。

実際には、①子どもの実態、②保護者と園の主訴(児童について心配していること)、③現在どのよう

な個別支援を行っているか、④就学に向けた保護者･園の思いとその現状、の４点についての情報を整

理した上で、事例検討につなげた。

第１回の巡回相談では、まず対象となる子どもについて、保育参観を実施した上で、情報交換をし

た。ここでは、子どもの診断的な情報より、保育の中で子どもがどこでつまずいているのか、またど

のような支援が必要であるかということに焦点を当てて、事例検討を行った。また、研修として、特

別支援教育についての情報提供を行った。



２回目以降も、子どものつまずきとそれに対する支援の在り方を中心に、事例検討を行った。その

中で、個別支援だけではなく、一斉指導の中での配慮･工夫の在り方について、保育にどのように生か

していくのかということを中心に、議論を進めた。

Ａ園では、園長を中心に、各担任が心配している子どもの実態を把握し、今何をすればよいのかと

いうことを話し合いの中心において議論を進めることができた。これまでも、園内での話し合いに基

づき、さまざまな支援の方法に積極的に取り組んでいたものの、この支援が子どもの何を育てること

につながるのかという視点を持ちにくかったことが訴えとして上がってきた。

４回の巡回相談を通して、子どもの困り感(佐藤，2005)に気づく視点について、保育現場での実際

の子どもの様子を共有しながら、話し合いを進めることができた。とくに、対象となる子どもに対す

る個別支援に加えて、一斉指導での配慮･工夫の方法として、子どものつまずきに対応した視覚的な支

援の方法を中心に、議論する機会をもつことができた。

次年度は、年長児だけではなく、入園したばかりの年中児にも対象を広げ、巡回相談を活用してい

くことが課題として挙げられた。

(2)Ｂ校の取り組みの成果と課題

Ｂ校は、特別支援教育に向けての取り組みの大きな特徴として、“サポートチーム”の役割があげら

れる。管理職や担外の先生を中心とした教職員が中心となるサポートチームは、実際の指導体制のサ

ポート(入り込み支援)だけではなく、事前の情報収集、事後の事例検討の場面での話し合いの内容の

記録、校内研修会の企画・運営において、各担任との連携を重視した形で、協力体制を担っている。

さらに、サポートチームを中心に、各学年の学級担任が加わり、特別支援教育校内委員会が開かれて

いる。この委員会は、いわゆる「校内委員会」の役割を持ち、従来の児童の実態把握にとどまらず、

個々の児童に合った支援のあり方を検討し、さらに、サポートチームの入り込み体制について検討す

る機会となっている。

Ｂ校では、昨年度の取り組みを引き継ぐ形で、年５回の巡回相談を実施した(表３参照)。

表３ Ｂ小学校の巡回相談の年間計画表

巡回相談の計画 実施内容

第１回
①対象児の授業観察

②個別の事例検討

①事前に対象児についての情報交換を踏まえ、対象児が

在籍するクラスの授業を参観した。

②対象児への個別支援の在り方について検討した。

第２回 ①全体研修
①国語科における特別支援教育の在り方について、各学

年グループごとにワークを踏まえ、研修の機会を設けた。

第３回

①対象児の授業観察

②対象児についての事例検討

(サポートチーム)

①事前に対象児についての情報交換を踏まえ、対象児が

在籍するクラスの授業を参観した。

②対象児への支援の在り方について検討した。



第４回
①公開授業

②公開授業について(研修)

①一斉指導における配慮･工夫のあり方をテーマに、公開

授業を行った。

②一斉指導において、どのような支援が有効であるかと

いうことについて、視覚的な支援を中心に議論した。

第５回

①対象児の授業観察

②対象児についての事例検討

③引継ぎについて(全体研修)

①事前に対象児についての情報交換を踏まえ、対象児が

在籍するクラスの授業を参観した。

②対象児への支援の在り方について検討した。

③今年度、取り組んだ支援を中心に、次年度にどのよう

な引継ぎが必要か議論した。

Ｂ校では、昨年度までの取り組みを生かし、巡回相談の実施にあたっては、昨年度に引き続き、対

象児童に関する情報の“記録”と“管理”と、新たに、実際の支援にどのようにつなげるかというこ

とに焦点を当てた。

そこで、昨年度に引き続き、①主訴(学校・保護者・本人)、②児童の実態(学習面・行動面・生活面)、

③これまでの対応、の３点についてまとめたものを情報交換した。その後、学校での授業参観と事後

の事例検討(相談)の場面を経て、④助言の内容、⑤助言を受けての対応をまとめ、④⑤の内容は、毎

回、継続して記録するスタイルをとり、これを個別の指導計画の準備資料と位置付けた。さらに事例

検討においては、一斉指導の中での視覚的支援の在り方についても議論した。

第１回の巡回相談では、昨年度に引き続き、事前の情報交換と授業観察を踏まえ、担任とサポート

チームメンバー参加のもと、事例検討を行った。ここでは、子どものつまずきをどのように理解して、

支援につなげるのかということを中心に議論した。

第２回の全体研修のテーマは、「特別支援教育の視点を国語の授業に活かす」とし、一斉指導におけ

る支援の在り方に焦点を当てて議論した。

第３回は、全体研修を踏まえ、事例検討において、一斉指導での支援に焦点を当てて議論した。

第４回は、公開授業を通してＢ校の取り組みを紹介し、さらに一斉指導での支援の重要性について

議論した。

第５回は、今年度の総括と位置付け、これまで焦点を当ててきた情報の記録と管理、さらに実際の

支援と、次年度にどのように伝達することが重要であるかについて全体研修を行った。

全５回の巡回相談を通して、Ｂ校では、これまで担任が心配している、あるいは保護者から相談あ

った児童を巡回相談に取り上げ、事例検討の機会を設けてきた。その結果を踏まえ、サポートチーム

が実際の支援に加わる形で、特別支援教育の体制整備を進めてきた。その中で、サポートチームの先

生方を中心に、「一斉指導の中で配慮すべきポイント」を集約し、全校で取り組むための準備を進めた。

このような取り組みを通して、情報の記録と管理の重要性については、校内で共通理解を図ること

ができ、今後、個別の指導計画の作成へつなげる準備が整った。一方、サポートチームの運営につい

ては、人的な不足を中心に、まだまだ未整備の問題が多く残った。

このような経緯を踏まえ、次年度は、担任が気づくべきポイントをチェックリストのようなスタイ

ルで活用し、全学年を通して、支援が必要な子どもに対する支援体制をどのように進めるべきかとい

うことを検討することが、課題として挙げられた。



3. 最後に

平成17年度は、これまでの障害教育(ＬＤ等)の研究成果を踏まえ、特別支援教育コーディネーター

養成と巡回相談の実施と、大きな一歩を踏み出した一年となった。

特別支援教育コーディネーターの養成講座については、前述のように、今後も継続する必要性があ

ることが分かった。とくに、府の特別支援教育コーディネーター養成講座修了者には、リーディング

スタッフとして、市の特別支援教育を担う人材として、さまざまな形での活躍が期待され、市の特別

支援教育コーディネーター養成も、中級、上級の講座の設定も必要であろう。

巡回相談については、研究協力校５校園が対象であったが、それぞれの校において、有意義に活用

されていたように思う。上述した２校園以外にも、Ｃ小学校では「一斉指導の支援の在り方」に焦点

を当て、特別支援教育コーディネーター的な役割を担う２名の先生を中心に巡回相談を実施した。ま

た、Ｄ小学校では、対象児童を絞り、やはり「一斉指導での支援の在り方」と「特別支援教育の校内

体制作り」に焦点を当てて、巡回相談を実施した。Ｅ中学校では、対象児童を絞り、「支援の必要に生

徒をどのように理解するか」ということに焦点を当てて、巡回相談を実施した。筆者が担当しなかっ

たＦ小学校では、「事例検討の仕方」に焦点を当てて、校内研修を重ねている。

それぞれの取り組みは、異なるものの、子どもをどのように理解したらいいのか、どのように支援

したらいいのか、ということの重要性を感じていることは間違いないようだ。

平成18年度以降、特別支援教育の体制作りが大きな課題となる。本市のこれまでの取り組みを生か

し、一斉指導での支援と個別的な支援をどのような体制で進めていくかが、キーとなっているようで

ある。巡回相談では、従来の教育相談に比べ、より具体的な支援の方法や校内体制についての助言が

活用しやすい相談である。そのことからも、平成18年度に本格的にスタートされる巡回相談の活用が

期待される。

(特別支援教育士スーパーバイザー(LD，ADHD等) 伊藤 一美)


